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あじま～
情報交差点・心と心の交わり

大宜味村教育委員会

電話４４－３００６

FAX ４４ー３０２９

　記録的な大寒波となった２月。今年も２月７日（金）～ 10 日（月）の３泊４日、「体験の翼」

の団員 15 名、引率６名の計 21 名が雪国の仲間たちと交流を深めに福島県西会津町の地に舞い

降りました。

　夏休みに大宜味で一緒に過ごした友達の家に今度は大宜味っ子たちがホームスティ。西会津

の家族に優しく迎えられ、どこの子も我が家のように過ごすことができたようです。スキーや

スノーボード、雪合戦、スノーモービルなど雪国ならではの

遊びや体験をしたり、こずゆや馬刺し、喜多方ラーメンといっ

た地元の料理に舌鼓を打ったり、短い期間でたくさんの経験

ができました。

　西会津町最終日には雪国まつりに参加。西会津のメンバー

と混合チームで雪上運動会に出場、惜しくも優勝は逃しまし

たが最高の思い出を作ることができました。

平成２５年度
西会津町

児童生徒交流団

寒波とともに…「体験の翼」交流団、西会津へ降り立つ

兄弟 !?

盛り上がった雪上運動会
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２わんぱく体験団

パンケーキより熱い !!　うちなんちゅ～のソウルウフード

平成 25 年度わんぱく体験団 第６弾 「うりやんばぁ～よ、 手づくりうちな～すば」

　　２月 15 日 （土）、 わんぱく体験団第６弾 「うりやんばぁ～よ、

手づくりうちな～すば （沖縄そばづくり）」 が開催されました。 今年度

の最後の活動となるこの日。 しかし…、 改善センターに集まったのは

わずか 15 名。 あまりの少なさに驚きましたが、 発表会やミニバスケッ

トの大会、 墓参りなどの行事が重なっており、 大宜味の子ども達も

忙しいんだなとつくづく感じました。

　ともあれ、少人数ながらも元気いっぱいのわんぱくたち。説明もしっかり聞き、

順調な滑り出しとなりました。 調理実習になると、 道具の使い方や作業の進

め方などから日頃、 家で手伝いをしているかが見えてきます。 今回は手伝い

をよくしているメンバーが多く、 作業は手際よく進められていきました。

　「麺はコシが命！」 ということで、 とにかくよくこね、 しばらく寝かせたら、 生地

をのばして切ります。 太さも長さも厚さも違う個性的な麺が続々とできあがりま

した。

　　この日は修了式も行われ、 全員に修了証が渡されました。 また年

６回あった講座全てに参加した団員が５名は、 皆勤賞も受け取りました。

　今年度は人数も多く、 毎回不安だらけのわんぱくでしたが、 １年間の

活動を通してできることが増えたり、 仲間と協力してできるようになったり、

それぞれの団員に成長がみられました。

　来年度も楽しくちょっと厳しい企画を考えております。 できるかできない

か、 楽しいか楽しくないかはやってみないとわかりません。 来年度も元気

なわんぱくたちが参加してくれることを期待しています。

切った麺はお湯でさっと茹で、 そばだし

をかけます。 卵焼きやかまぼこなどをトッ

ピングしたらわんぱくオリジナル沖縄そば

の完成です！！

　太かったり短かったり固かったり軟ら

かったり見た目も味もオリジナルすぎまし

たが、 自分たちで作ったそばはどれもお

いしかったようです。

↑生地とともに伸びる少女

黙々と食べるわんぱくたち

バッチリっす

ゆで加減は？

力いっぱいこねてます

長～い麺、すすれるのか !?

慎重に切っていきます

３ 喜小看板設置・津小ヒルギ移植

　１月 23 日（木）、喜如嘉小学校の５、６年生が平良昌

春さんと一緒に喜如嘉のターブクに看板を設置しました。

　以前から設置されていたターブクの看板が朽ちている

のに気づいた平良さんは始業式に学校を訪れ、鉄製の看

板を提供。その後、児童会を中心とした５、６年生がター

ブクを訪れる鳥の絵やターブクへの思いを描き、看板を

作成し、平良さんと共に３枚の看板をターブクに設置し

ました。

　設置作業を終え、児童会の山城樹君は「今回のような

活動をこれからも続けていき、地域の人たちにも知ってほしい。これからもターブクの野鳥を始

めとする生きものたちを大切に守り育てていきたい。また、地域の人たちも大切にしていきたい。」

と話してくれました。

　ターブクを訪れる鳥・人に気持ちを込めて…手づくり看板設置　喜如嘉小児童

　元気に育て！私たちのヒルギ！！　　　津波小学校児童白浜にヒルギの苗移植

　２月 18 日（火）、白浜の海岸に津波小学校全児童・職員が

オヒルギの苗を移植しました。津波小では毎年地域のクリー

ン活動を行っています。今年は白浜の親川区長からヒルギの

苗を提供、植え付けの指導をしていただき、ヒルギの移植と

海岸付近の清掃を行いました。

　泥遊びのように楽しみながら作業をする子や、掘っても掘っ

ても出てくる水（海水）を不思議そうに見ている子、掘った

穴の中からシャコなどの生きものを見つけて喜ぶ子など

土に触れ、生きものに触れ様々な発見もしながら、作業

を進めていきました。

　移植を終え、宮城裕司教頭先生は「「これまで白浜のヒ

ルギの移植は県外や村外の人ばかりだったと聞き、地元

の子どもたちでやりたいと思った。移植活動を通して身

近な自然環境に関

心を持ち、自分たちの周りにある自然が大切なんだと

気付いてほしい。子どもたちにはヒルギが育っていく

様子をぜひ見てほしいと思う。来年度以降はヒルギの

種を拾い、自分たちで育てた苗で移植を試みたい。」と

話してくれました。

　子どもたちが植えたヒルギが成長し、シレナシジミ

やシオマネキ、貝など様々な生きものがたくさん生息

するマングローブ群落ができることを期待しています。
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４５ ３小学校　学芸会

　１月 26 日（日）、喜如嘉小、大宜味小、塩屋小の３小学校にお

いて学芸会が開催されました。

　かわいい歌やダンス、合唱・合奏、音読、オリジナルの劇など

今年も見どころいっぱい、笑いいっぱいの演目が披露されました。

　家族や地域の方々が見守る中、子どもたちはこれまでの練習の

成果と持てる力を発揮し、温かい拍手の渦に包まれました。

３小学校　学芸会

一人一人が主役だ！

　心を一つに堂々と演じるぞ！

元気よく、楽しく、

心を一つに笑顔でがんばります

塩屋小　学芸会テーマ

喜如嘉小　学芸会テーマ

１人１人 役になりきり

　　　かがやけ大宜味っ子

３、４年生：キッズソーラン

１、２年生

レッツ エンジョイ ミュージック

５、６年生：大宜味小学校シマンター物語

全校合唱

１年生：元気ピンピン　キョーリュージャー

２、３年生：リズムにのって、楽しいえんそう

４、５年生：忍者１５

６年生：オムニバス日本昔ばなし

発表：屋古のちょう研究

５、６年生：琉球音楽 全校児童：郡読
４年生：空気がなくなる日

３年生：いろんな世界へとび出そう

１、２年生：リズムで楽しもう

５、６年生：アンシシームンガタイスタンヤー

合唱：いつだって 大宜味小　学芸会テーマ
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６学力向上推進実践報告会

　２月２日（日）、大宜味中学校において平成 25 年度大宜味村学力

向上推進実践報告会が開催されました。

　今年も大宜味シークヮーサーみつや長寿水を使った社会科の授業

や「ディキランヌーワラビかつや」の本を使った道徳の授業など、

地域教育資源を活用した公開授業が行われました。身近にあるもの・

ことや、大宜味村の大先輩を題材にしたことで、生徒たちも興味や

関心が持ちやすく、理解に繋がっ

ていったと思います。

　　公開授業後は実践報告会が行われ、今年度の概要を報告した大城

豊指導主事は「今は学習への意欲・意識、将来への希望が課題となっ

ている。学校では確かな学力をつけるための分かりやすい授業、家

庭では学ぶ環境をつくるための正しい生活習慣を築くという様に、

それぞれに役割がある。学校・家庭・地域・行政がスクラムを組ん

で頑張っていきましょう。」と話しました。

　それぞれの発表を追え、国頭地区学推

委員長の新島満さんは「喜如嘉小の発表

は 26 年にも渡る観察は継続することの強さ、凄さをみせてもらった。自信にあふれた説明、しっかり

した口調での発表は、１つのことに徹底した良い実例だと言える。また、このような報告会で高校生

の発表を見たのは初めて。今回の発表は大人の社会でも十分通用する分析のし方であり、中学生や小

学生など下の子たちにもぜひ見てほしいと思った。」と激励の言葉をく

れました。

　今年も各校区保護者の参加が少なかったのがとても残念です。

　実践報告会では村や学校の取り組みだけでなく。子どもたちの発表

などから地域の子どもの活躍を目にすることができる場でもあり、ま

た他校や他の地域の子ども会での取り組みも知ることで参考になるこ

とも多いと思います。参加することで「知る」ことも多く、成果や課

題を共有することができます。まずは大人から行動を始めませんか？

「身近な自然に親しみ守る心を育てる

　～喜如嘉ターブクの野鳥観察を通して～」

「オキナワオオミズスマシについて～産卵・孵化・個体数変動～」

2013 年に観察された

ターブクの野鳥は？

自主的に調査を始めた

早朝ターブク追っかけ隊

　地域の資源を活かした授業や発表が満載　　　大宜味村学力向上推進実践報告会

　実践発表では喜如嘉小学校の野

鳥観察クラブ、早朝バード追っか

け隊の発表、辺土名高校サイエン

ス部の発表が行われました。

７

大宜味村教育委員会　℡４４－３００６

教育委員会学校教育係からのお知らせ

１．村内に住所がある家庭の児童生徒は、教育委員会が指定する小学校・中学校に就学します。

２．他市町村の学校に入学する場合、国立、私立の学校へ入学させる場合は事前に必ず教育委員会へ  

      連絡して下さい。

３．身体的理由及び事情等により指定校へ通学に支障がある場合は、教育委員会に届け出て下さい。

４．住所、氏名等記載事項に誤りがある場合は教育委員会へ申し出てください。

新緑の塩屋湾を走ろう !新緑の塩屋湾を走ろう !

2014 年４月 20 日（日）開催

ただいま申込受付中！！

申込締切：３月 20 日（木）

お問い合わせ：塩屋湾一周トリムマラソン大会事務局

　　　　　　　　教育委員会内　℡０９８０－４４－３００６　担当：大宜見まで

第 36 回 参加者募集一
周塩屋湾　 トリムマラソン大会塩屋湾　 トリムマラソン大会

　２月 10 日（月）に 2013 年度県児童生徒表彰式が県庁講堂で開

かれ、喜如嘉小学校６年生の福地嬉楽璃さん、嵩原咲輝さんが表

彰されました。

　沖縄県教育委員会では毎年、教育、文化、スポーツ活動等の分

野において全国大会や世界大会で顕著な成果を収めた児童生徒、

団体又は他の模範となる児童生徒、団体を沖縄県教育委員会教育

長から表彰することにより、その栄誉又は活動をたたえ、本県教

育の一層の振興・充実を図ることを目的とし、表彰を行っています。

　２人はともに「他の児童生徒模範部門」を受賞。ソフトテニスでの活躍や科学作品展、ボラン

ティア活動などが高く評価されました。

　表彰を受け、咲輝さんは「めったにもらえない賞なので、とれて嬉しかった。」嬉楽璃さんは「い

い賞がとれた。これからも頑張っていきたい。」と話してくれました。

喜如嘉小６年嵩原咲輝さん、福地嬉楽璃さん

　2013 年度県児童生徒表彰式で、「他の児童生徒模範部門」を受賞 !!
～ＯＨＮ～
大宜味 ホッと News

一緒に走ろう！

大宜味ホッと News・お知らせ
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ハクサンボク：スイカズラ科今月の生きもの

　ハーイ♪わたしハクサンボク。白くて小さい花１つ１つも可愛

いし、それが集まるとまた華やかで…、２度楽しめる花なんです。

　バラやランのようなゴージャスさはないけど、ハイキングをし

ている時や、林道を走っている時に私の姿を見たらホッとするで

しょ。

　花の蜜を吸いにチョウやハチたちも集まるから春はとっても賑

やかになるの。人にも虫にも優しい花なんです。

ド
ゥ
ー
チ
ュ
イ
ム
ニ
ー
（
独
り
言
）　

                     

　
　
　
　
　
友
寄
景
善

　
二
年
前
に
や
っ
と
福
島
県
西
会
津
町
で
雪
国
を
体
験
し
た
。
児
童
生
徒
の
交
流
事

業
「
体
験
の
翼
」
に
同
行
し
た
時
で
あ
る
。
教
育
長
へ
の
就
任
を
機
に
、
事
業
へ
の

御
礼
と
就
任
挨
拶
を
兼
ね
な
が
ら
訪
問
し
た
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経
由
地
の
新
潟
空
港
へ
着
陸
す
る
直
前
、
機
内
か
ら
見
下
ろ
す
市
街
の
雪
景
色
を

初
め
て
目
の
当
た
り
に
し
た
。
テ
レ
ビ
や
写
真
で
し
か
見
た
こ
と
の
な
い
光
景
が
眼

下
に
広
が
っ
て
い
る
。
屋
根
一
面
が
真
白
で
あ
る
。
顔
を
窓
に
く
っ
付
け
着
陸
す
る

ま
で
ず
っ
と
眺
め
て
い
た
。

　
新
潟
空
港
か
ら
西
会
津
町
ま
で
は
バ
ス
で
の
移
動
で
あ
っ
た
。
途
中
、
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
で
休
憩
し
、二
時
間
弱
で
到
着
し
た
。
辺
り
は
す
っ
か
り
暗
く
な
っ
て
お
り
、

楽
し
み
に
し
て
い
た
一
面
の
雪
景
色
は
望
め
な
か
っ
た
。
バ
ス
を
降
り
る
と
氷
点
下

の
世
界
に
入
っ
た
が
、
気
持
ち
が
高
ぶ
っ
て
い
た
の
で
寒
さ
は
望
む
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
。

　
翌
日
の
早
朝
、
ホ
テ
ル
の
二
階
個
室
の
カ
ー
テ
ン
を
開
け
る
と
、
雪
が
降
り
続
き

一
面
が
雪
景
色
で
あ
る
。
窓
ガ
ラ
ス
越
し
に
、
ゆ
っ
く
り
と
静
か
に
舞
い
降
り
る
雪

を
追
い
続
け
た
。
雪
の
大
き
さ
や
形
が
、
ハ
ッ
キ
リ
と
分
か
る
。
時
折
わ
ず
か
な
風

に
揺
ら
れ
空
中
を
漂
い
、
ダ
ン
ス
を
披
露
し
て
く
れ
た
。
一
時
間
以
上
も
見
と
れ
て

い
た
が
、
時
間
が
許
せ
ば
見
続
け
て
い
た
か
っ
た
。

　
そ
の
後
、
西
会
津
町
職
員
に
案
内
し
て
頂
き
、
想
い
描
い
て
い
た
雪
国
の
自
然
や

暮
ら
し
文
化
を
、
直
接
体
験
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
私
に
し
て
は
遅
き
に
失
し
た
感
が

あ
り
、
限
り
な
い
可
能
性
を
秘
め
た
児
童
生
徒
に
は
、
こ
の
雪
国
と
の
出
逢
い
を
是

非
早
目
に
果
た
し
て
ほ
し
い
。

　
去
る
二
月
に
、
再
び
こ
の
交
流
事
業
に
参
加
し
て
き
た
。
二
一
回
の
長
き
に
わ
た

り
継
続
で
き
た
の
も
、
西
会
津
町
に
負
う
こ
と
が
大
き
い
。
心
か
ら
感
謝
す
る
。
掛

替
え
の
な
い
雪
国
と
の
交
流
に
、
来
年
度
も
大
勢
の
児
童
生
徒
が
応
募
す
る
こ
と
を

期
待
す
る
。

体
験
し
た
こ
と
は
何
時
ま
で
も
残
る
。
心
に
築
い
た
財
産
は
、
成
長
と
共
に
徐
々
に

活
か
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

～編集後記～
　３月です。 春です。 新緑の季節です。 山々が黄色～黄緑色になってまぶしく映ります。 毎回の台風にめげ
ず毎年新たな命を芽吹かせる自然の力につくづく感動を覚えます…。 困難にあっても、 新しいものを作り出
すことが当り前の姿。 見習いたいものです。 年度の終わりです。 ４月にパッときれいな花を咲かせ、 いいスター
トをきるための準備期間でもあります。 今頑張れば、楽しみは倍になって返って来るはず。 幸せの倍返しだ～!!

１日（土）県立高校卒業式

２日（日）村Ｐ連６年生激励会（塩小）

３日（月）区長会

６日（木）お別れ遠足（塩保）

７日（金）お別れ遠足（喜保）

９日（日）大宜味中学校卒業式

14 日（金）幼稚園修了式

19 日（水）４小学校卒業式

20 日（木）修了式・離任式（小・中）

　　　　　 PTA 送別会（４小）

21 日（金）春分の日

24 日（月）学校管理職激励送別会

25 日（火）大宜味中離任職員送別会

28 日（金）ほのぼのパーティー（喜保・塩保）


